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「よるにぬれて」 mai  （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります
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■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和2年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 腎臓内科主任部長 八幡 兼成情熱の白衣 医師の素顔●73
食だより／夏の旬の食材〝オクラ〟　　お薬ミニ知識／割ってはいけないお薬
『がんサポートチーム』からのお知らせ 　　〝かかりつけ医〟をもちましょう 　　JMIP認証の取得

　すずらんの寄贈は、全日本空輸株式会社のご厚意により
昭和３１年より行われており、今年で６５回目を迎えました。
　例年は、寄贈セレモニーが行われた後、客室乗務員と
地上旅客係員の皆さまから患者さんにしおりを配っていた
だいていましたが、本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
により、残念ながら中止となりました。
　しかしながら、５月２７日(水)、全日本空輸株式会社の皆さまより、北海道で栽培
されたすずらんの花の鉢植えと、すずらんの絵の部分をこするとすずらんの香り
がするしおりをお送りいただき、当院の職員より８階Ａ病棟・Ｂ病棟の患者さんに
お配りし、入院サポートセンターなどにも置かせていただきました。大変な状況の
なかですが、今年も爽やかな香り
とともに患者さんやご来院の方々
に笑顔が広がりました。

News

大阪赤十字病院の理念

大空から「しあわせの花」すずらんが
届けられました

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる当院に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

News

▲8階病棟の患者さんにしおりを届けました。
▲すずらんの鉢植えとしおりを受け取りました。左から当院
　黒岡看護部長、坂井院長、宮野副院長兼管理局長

いのちを守るために
コロナに立ち向かう ～わたしたちにできること～

特 集
人事異動情報 （令和2年5月1日～7月1日付）
採用

寄付の方法については、当院ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリー・デュナンです。1859年
にイタリア統一戦争の激戦地でデュナンが「苦しむ人は敵味方
関係なく救護しなければならない」という思いを持ったことが赤十字
の原点です。彼の誕生日にちなみ、毎年５月８日は世界赤十字デー
と定められています。
　日本赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間と
しています。当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力
をお願いする募金箱に77,528円のご協力をいただきました。
誠にありがとうございました。

活動資金へのご協力
ありがとうございました

赤十字運動月間について

当院への  　　　　についてご  寄  付

06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置
日本赤十字社では、ご寄付いただいた個人・法人に対し、下記のとおり感謝状などをお贈りしています。
■表彰制度

個人として資金を拠出された場合

ご寄付の連絡先

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の
年間所得額の40％）から2,000円を差し
引いた額が寄付者の年間所得総額から
控除されます。（所得税法第78条第2項
第3号）

法人として資金を拠出された場合

特定公益増進法人に対する寄付金の損
金算入限度額を損金に算入することがで
きます。（法人税法第37条第4項）

※寄付金損金算入限度額については、法人の資本
　や所得金額によって異なります。限度額につい
　ては税務署や税理士の方にご確認ください。

●

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 社長感謝状
2.支部長表彰状（感謝状）
個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき
3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書

〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または3年以内の累計額で500万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）
　　法人・団体の場合 → 一時または3年以内の累計額で1,000万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）

日本赤十字社に対してなされた活動資
金のご協力は、税制上の優遇措置が受け
られます。

退職

転任

〈5月  1日付〉●村上　功（リウマチ・膠原病内科部・医師）
〈6月  1日付〉●田中　千智（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・専攻医）　
〈7月  1日付〉●坂口　泰人（呼吸器外科部・医長）　
　　　　　　   　　●前田　和彦（形成外科部・医師）
　　　　　  　　　●吉田　実世（眼科部・専攻医）
〈7月  1日付〉●中平　真衣（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・医師）

〈6月30日付〉●岩城　隆二（緩和ケア科部・医師）
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●
コ
ロ
ナ
発
生
初
期

　
２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
お
い
て
原
因

不
明
の
肺
炎
患
者
が
発
生
し
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
で

は「
コ
ロ
ナ
」と
い
う
名
称
を
聞
か
な
い
日
は
な
い
く
ら
い
、急
速

に
コ
ロ
ナ
は
世
界
に
広
が
って
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
に
よ
り
多
く
の
方

が
亡
く
な
り
、海
外
で
は
医
療
崩
壊
が
生
じ
る
な
ど
、世
界

の
医
療
体
制
や
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
２
０
２
０
年
１
月
16
日
に
国
内
初
の
肺
炎

患
者
が
発
生
し
、２
月
初
め
に
横
浜
港
に
停
泊
中
の
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
号
で
集
団
感
染
が
判
明

し
ま
し
た
。そ
の
後
、３
月
下
旬
か
ら
感
染
者
が
急
増
し
、４
月

７
日
に
東
京
や
大
阪
な
ど
７
都
府
県
を
対
象
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
表
さ
れ
、４
月
16
日
に
は
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

●
大
阪
府
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

　
大
阪
府
で
は
４
月
に
入
り
感
染
者
が
急
増
し
、１
日
最
大
92

名
の
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。大
阪
府
の
外
出
自
粛・休
業

要
請
に
よ
り
、ミ
ナ
ミ
の
街
は
過
去
に
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

静
ま
り
返
り
ま
し
た
。そ
の
間
、さ
ま
ざ
ま
な
報
道
に
よ
り
コ
ロ

ナ
と
感
染
予
防
策
な
ど
の
情
報
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、一
般

の
方
の
感
染
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　『
飛
沫
感
染
』を
防
ぐ
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
、

『
接
触
感
染
』を
防
ぐ
に
は
、こ
ま
め
な
手
洗
い
と
手
指
消
毒
を

徹
底
す
る
こ
と
、『
３
密（
密
閉
、密
集
、密
接
）』を
回
避
す
る

こ
と
な
ど
、自
分
自
身
の
身
を
守
る
た
め
、人
に
う
つ
さ
な
い
と

い
う
心
が
け
が
大
き
く
芽
生
え
、現
在
で
は
大
都
市
で
あ
る
大
阪

府
の
新
規
感
染
者
の
発
生
状
況
も
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

●
当
院
の
対
応

　
当
院
で
も
コ
ロ
ナ
が
国
内
で
発
生
し
て
以
降
、さ
ま
ざ
ま
な

対
応
を
行
って
き
ま
し
た
。２
月
中
旬
に
は
、横
浜
港
に
停
泊
中

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
号
へ
医
師
１
名
、看
護
師
２
名
、

事
務
１
名
の
計
４
名
の
救
護
班
を
派
遣
し
、感
染
者
の
診
療
に

対
応
し
ま
し
た
。４
月
に
入
り
大
阪
府
下
の
感
染
者
数
が
急
増

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、当
院
正
面
玄
関
横
に
ホ
ス
ピ
タ
ル
ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
災
害
用
野
外
病
院
）の一
部
を
使
用
し
て『
発
熱
外
来
』を

設
置
し
、大
阪
市
保
健
所
か
ら
の
依
頼
な
ど
、コ
ロ
ナ
感
染
の

疑
い
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
診
察
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、一
部
の

病
棟
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
さ
ん
専
用
の
病
棟

と
し
て
、中
等
症
の
入
院
患
者
さ
ん
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、大
阪
府
か
ら
の
要
請
で
、軽
症
者
収
容
施
設
への
救
護

員（
医
師
１
名
、看
護
師
６
名
、薬
剤
師
１
名
）を
派
遣
し
、感
染

者
の
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
当
院
は
、多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

お
よ
び
疑
い
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ
た
って
き
ま
し
た
が
、院
内

で
の
徹
底
し
た
感
染
管
理
に
よ
り
、院
内
感
染
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
な
く
対
応
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、患
者
さ
ん
を
は
じ
め

当
院
へ
来
院
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
、マ
ス
ク
着
用
や
面
会
禁
止・

制
限
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
阪
お
よ
び
全
国
に
お
い
て
も
、コ
ロ
ナ
の
第
２
波
の
襲
来
、

さ
ら
に
感
染
症
の
広
が
り
や
す
い
冬
に
向
け
て
、ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
を
完
全
に
封
じ

込
め
る
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
、み
ん
な
で
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。私
た
ち
医
療
従
事
者
は
、患
者
さ
ん
の

〝
い
の
ち
を
守
る
〞こ
と
を
第
一に
考
え
、こ
れ
か
ら
も
感
染
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。み
ん
な
で
協
力
し
て
コ
ロ
ナ
と
闘
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2019年12月12日
2020年  1月  9日
　　　    1月16日
　　　    1月28日
　　　    1月29日
　　　    1月30日
　　　    2月  1日
　　　    2月  3日
　　　    2月11日
　　　    2月13日
　　　    2月25日
　　　    2月27日
　　　    3月  4日
　　　    3月  9日
　　　    3月11日
　　　    3月14日
　　　    3月24日
　　　    3月30日
　　　    4月  7日
　　　    4月13日
　　　    4月16日
　　　    4月22日
　　　    4月26日
　　　    5月  3日
　　　    5月  7日
　　　    5月13日
　　　    5月14日
　　　    5月17日
　　　    5月20日
　　　    5月21日
　　　    5月25日
　　　    6月  2日
　　　  
　　　    6月11日
　　　    6月19日

中華人民共和国湖北省武漢市において、原因不明の肺炎患者が発生
世界保健機関（WHO）は肺炎患者から新種のコロナウイルスが検出されたと発表
武漢への渡航歴のある国内初の肺炎患者発生
日本では「新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令」において、名称を「新型コロナウイルス感染症」と定める
日本政府のチャーター機第1便が武漢市から帰国（日本人乗客206名）
WHOが「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」と発表（国内では計14例の感染が確認）
新型コロナウイルス感染症を感染症法上の指定感染症（2類相当）、検疫法上の検疫感染症に指定
横浜港にダイヤモンド・プリンセス号寄港（乗客約3,700人）
WHOはコロナウイルス2019による急性呼吸器疾患をCOVID-19と命名
国内で初めての死者（神奈川県80代の女性）
厚生労働省にクラスター対応チーム設置
ダイヤモンド・プリンセス号の乗員の下船開始
PCR（SARS-CoV-2核酸検出）検査が保険適用となる
中国と韓国からの入国制限強化開始
WHOがパンデミックを宣言／第92回選抜高等学校野球大会の中止を決定
改正新型インフルエンザ対策特別措置法施行
東京五輪組織委員会と国際オリンピック委員会は2020年東京五輪・パラリンピック延期について共同声明
2020年東京五輪・パラリンピック開催日程決定（東京五輪2021年7月23日～8月8日・パラリンピック8月24日～9月5日）
東京、埼玉、神奈川、千葉、大阪、兵庫、福岡において緊急事態宣言（4月7日～5月6日）
初診からオンライン診療解禁運用開始
緊急事態宣言の対象を全国に拡大
世界の感染者数は202カ国で2,515,518例
全国高校総体・インターハイ中止決定
緊急事態宣言の対象地域を全都道府県としたまま5月31日まで延長
国内初、新型コロナ治療薬「レムデシビル（ギリアド・サイエンシズ社）」を特例承認（新型コロナウイルス感染症）
新型コロナウイルスの抗原検査簡易キットを承認（厚生労働省）
39県を対象に緊急事態宣言を解除
大阪府の新規感染者0名（3月9日以来）
第102回全国高校野球選手権大会中止決定
大阪、兵庫、京都緊急事態宣言解除
全国緊急事態宣言解除（4月7日から1カ月半ぶり）
症状発症から９日以内の者については唾液PCR検査を可能（厚生労働省）／
東京都、新型コロナウイルスの感染者が新たに34人発生、東京アラートを発動
東京アラート解除
都道府県境をまたぐ移動の自粛要請を解除／
厚生労働省から新型コロナ感染者との濃厚接触の通知アプリ「COCOA」をリリース

コロナの経緯

当院の対応経緯

世界・日本の動き

Ⓒ 2020 OSAKA RED CROSS HOSPITAL AII rights reserved.

　コロナ対応に取り組んでいる当院に対し、
多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまか
ら、ご寄付およびサージカルマスク・フェイス
シールドなどの防護具をご寄贈いただきまし
た。職員一同、感謝申し上げるとともに、これ
からも地域医療に貢献できるように取り組ん
でいきます。

たくさんのご支援
ありがとうございました ！

■4月16日
緊急事態宣言の対象を全国に拡大

■5月3日
緊急事態宣言の対象地域を全都道府県としたまま
5月31日まで延長

■5月14日
39県を対象に緊急事態宣言を解除

■5月20日
第102回全国高校野球選手権大会中止決定

■5月21日
大阪、兵庫、京都緊急事態宣言解除

■5月25日
全国緊急事態宣言解除（4月7日から1カ月半ぶり）

■4月7日
東京、埼玉、神奈川、千葉、大阪、兵庫、福岡において

緊急事態宣言（4月7日～5月6日）

■3月24日
東京五輪組織委員会と国際オリンピック委員会は
2020年東京五輪・パラリンピック延期を発表

■3月11日
WHOがパンデミックを宣言／

第92回選抜高等学校野球大会の中止を決定

■12月12日
中華人民共和国湖北省武漢市において、

原因不明の肺炎患者が発生

■1月5日
WHOは中国湖北省
武漢で原因不明の
肺炎の発生を発表

■2月3日
横浜港にダイヤモンド・

プリンセス号寄港
(乗客約3,700人)

■4月22日～4月25日
軽症者収容施設への救護員の派遣（看護師2名）

■2月16日～2月18日
横浜港に停泊中のクルーズ船『ダイヤモンド・プリンセス号』へ

救護班を派遣（医師1名、看護師2名、事務1名）

■1月25日
新型コロナウイルス肺炎疑い患者の救急外来対応

（院外診察室使用）
1例目：中国国籍の旅行者2名

■2月21日
院内におけるイベント中止の決定
・ 春の糖尿病教室（3月5日開催）

・ 世界腎臓デー啓発イベント（3月12日開催）
・ アレルギー市民公開講座「アレルギーと災害」（3月20日開催）

・ スプリングコンサート（3月）

■3月5日
大阪府より大阪市内のライブハウスで
発生した小規模なクラスターに対する
接触者外来の設置依頼あり3月10日より受入れ開始

■3月23日
新型コロナウイルス感染症対策会議を設置

■4月6日
大阪市保健所からの依頼に対して発熱外来を設置
（正面玄関横にホスピタルdERU〈災害用野外病院〉の
一部を展開）し、医師1名、看護師2名、事務2名を配置
・ 大阪府からの依頼に対して、一部病棟をコロナ病棟として
  軽症・中等症患者の受入れ開始
・ 2階西出入口、2階駐車場渡り廊下を終日閉鎖し、
  正面玄関にて発熱トリアージを開始

■4月13日
新型コロナウイルス感染症対策室を設置、5月末まで毎日本部会を開催

■4月14日～4月21日
軽症者収容施設への救護員の派遣（医師1名、看護師4名、薬剤師1名）

▶船内にて
救護活動に従事する
当院事務職員（左）と

看護師（右）

▶中国紅十字会より
マスクのご寄贈

▲企業様からリップクリームやお菓子など、
　あたたかいメッセージとともに届きました

▲軽症者収容施設で
救護活動に従事する

　当院看護師２名（左・中）と薬剤師（右）

◀感染者隔離病棟で
　陽性患者にリハビリを
　実施する理学療法士

▼発熱外来の診察室と
　レントゲン室用のテントを設置

▲発熱外来レントゲン室で
　レントゲンの対応を
　行う放射線技師

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

新型コロナウイルス
大阪府の感染者数の推移
新型コロナウイルス
大阪府の感染者数の推移

コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う 

〜
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

▲「医療現場で奮闘される皆さまに  
　心からの敬意とエールを送ります」とのメッセージが添えられています。

3 2

believe73.indd   3 2020/07/11   9:02



0

25

50

75

100

12月1日
12月30日

1月28日
2月26日

3月27日
4月25日

5月24日

●
コ
ロ
ナ
発
生
初
期

　
２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
お
い
て
原
因

不
明
の
肺
炎
患
者
が
発
生
し
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
で

は「
コ
ロ
ナ
」と
い
う
名
称
を
聞
か
な
い
日
は
な
い
く
ら
い
、急
速

に
コ
ロ
ナ
は
世
界
に
広
が
って
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
に
よ
り
多
く
の
方

が
亡
く
な
り
、海
外
で
は
医
療
崩
壊
が
生
じ
る
な
ど
、世
界

の
医
療
体
制
や
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
２
０
２
０
年
１
月
16
日
に
国
内
初
の
肺
炎

患
者
が
発
生
し
、２
月
初
め
に
横
浜
港
に
停
泊
中
の
大
型
ク
ル

ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
号
で
集
団
感
染
が
判
明

し
ま
し
た
。そ
の
後
、３
月
下
旬
か
ら
感
染
者
が
急
増
し
、４
月

７
日
に
東
京
や
大
阪
な
ど
７
都
府
県
を
対
象
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
表
さ
れ
、４
月
16
日
に
は
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

●
大
阪
府
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

　
大
阪
府
で
は
４
月
に
入
り
感
染
者
が
急
増
し
、１
日
最
大
92

名
の
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。大
阪
府
の
外
出
自
粛・休
業

要
請
に
よ
り
、ミ
ナ
ミ
の
街
は
過
去
に
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

静
ま
り
返
り
ま
し
た
。そ
の
間
、さ
ま
ざ
ま
な
報
道
に
よ
り
コ
ロ

ナ
と
感
染
予
防
策
な
ど
の
情
報
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、一
般

の
方
の
感
染
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　『
飛
沫
感
染
』を
防
ぐ
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
、

『
接
触
感
染
』を
防
ぐ
に
は
、こ
ま
め
な
手
洗
い
と
手
指
消
毒
を

徹
底
す
る
こ
と
、『
３
密（
密
閉
、密
集
、密
接
）』を
回
避
す
る

こ
と
な
ど
、自
分
自
身
の
身
を
守
る
た
め
、人
に
う
つ
さ
な
い
と

い
う
心
が
け
が
大
き
く
芽
生
え
、現
在
で
は
大
都
市
で
あ
る
大
阪

府
の
新
規
感
染
者
の
発
生
状
況
も
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

●
当
院
の
対
応

　
当
院
で
も
コ
ロ
ナ
が
国
内
で
発
生
し
て
以
降
、さ
ま
ざ
ま
な

対
応
を
行
って
き
ま
し
た
。２
月
中
旬
に
は
、横
浜
港
に
停
泊
中

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
号
へ
医
師
１
名
、看
護
師
２
名
、

事
務
１
名
の
計
４
名
の
救
護
班
を
派
遣
し
、感
染
者
の
診
療
に

対
応
し
ま
し
た
。４
月
に
入
り
大
阪
府
下
の
感
染
者
数
が
急
増

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、当
院
正
面
玄
関
横
に
ホ
ス
ピ
タ
ル
ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

（
災
害
用
野
外
病
院
）の一
部
を
使
用
し
て『
発
熱
外
来
』を

設
置
し
、大
阪
市
保
健
所
か
ら
の
依
頼
な
ど
、コ
ロ
ナ
感
染
の

疑
い
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
診
察
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、一
部
の

病
棟
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
さ
ん
専
用
の
病
棟

と
し
て
、中
等
症
の
入
院
患
者
さ
ん
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、大
阪
府
か
ら
の
要
請
で
、軽
症
者
収
容
施
設
への
救
護

員（
医
師
１
名
、看
護
師
６
名
、薬
剤
師
１
名
）を
派
遣
し
、感
染

者
の
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
当
院
は
、多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

お
よ
び
疑
い
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ
た
って
き
ま
し
た
が
、院
内

で
の
徹
底
し
た
感
染
管
理
に
よ
り
、院
内
感
染
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
な
く
対
応
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、患
者
さ
ん
を
は
じ
め

当
院
へ
来
院
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
、マ
ス
ク
着
用
や
面
会
禁
止・

制
限
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
阪
お
よ
び
全
国
に
お
い
て
も
、コ
ロ
ナ
の
第
２
波
の
襲
来
、

さ
ら
に
感
染
症
の
広
が
り
や
す
い
冬
に
向
け
て
、ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
を
完
全
に
封
じ

込
め
る
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
、み
ん
な
で
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。私
た
ち
医
療
従
事
者
は
、患
者
さ
ん
の

〝
い
の
ち
を
守
る
〞こ
と
を
第
一に
考
え
、こ
れ
か
ら
も
感
染
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。み
ん
な
で
協
力
し
て
コ
ロ
ナ
と
闘
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2019年12月12日
2020年  1月  9日
　　　    1月16日
　　　    1月28日
　　　    1月29日
　　　    1月30日
　　　    2月  1日
　　　    2月  3日
　　　    2月11日
　　　    2月13日
　　　    2月25日
　　　    2月27日
　　　    3月  4日
　　　    3月  9日
　　　    3月11日
　　　    3月14日
　　　    3月24日
　　　    3月30日
　　　    4月  7日
　　　    4月13日
　　　    4月16日
　　　    4月22日
　　　    4月26日
　　　    5月  3日
　　　    5月  7日
　　　    5月13日
　　　    5月14日
　　　    5月17日
　　　    5月20日
　　　    5月21日
　　　    5月25日
　　　    6月  2日
　　　  
　　　    6月11日
　　　    6月19日

中華人民共和国湖北省武漢市において、原因不明の肺炎患者が発生
世界保健機関（WHO）は肺炎患者から新種のコロナウイルスが検出されたと発表
武漢への渡航歴のある国内初の肺炎患者発生
日本では「新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令」において、名称を「新型コロナウイルス感染症」と定める
日本政府のチャーター機第1便が武漢市から帰国（日本人乗客206名）
WHOが「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」と発表（国内では計14例の感染が確認）
新型コロナウイルス感染症を感染症法上の指定感染症（2類相当）、検疫法上の検疫感染症に指定
横浜港にダイヤモンド・プリンセス号寄港（乗客約3,700人）
WHOはコロナウイルス2019による急性呼吸器疾患をCOVID-19と命名
国内で初めての死者（神奈川県80代の女性）
厚生労働省にクラスター対応チーム設置
ダイヤモンド・プリンセス号の乗員の下船開始
PCR（SARS-CoV-2核酸検出）検査が保険適用となる
中国と韓国からの入国制限強化開始
WHOがパンデミックを宣言／第92回選抜高等学校野球大会の中止を決定
改正新型インフルエンザ対策特別措置法施行
東京五輪組織委員会と国際オリンピック委員会は2020年東京五輪・パラリンピック延期について共同声明
2020年東京五輪・パラリンピック開催日程決定（東京五輪2021年7月23日～8月8日・パラリンピック8月24日～9月5日）
東京、埼玉、神奈川、千葉、大阪、兵庫、福岡において緊急事態宣言（4月7日～5月6日）
初診からオンライン診療解禁運用開始
緊急事態宣言の対象を全国に拡大
世界の感染者数は202カ国で2,515,518例
全国高校総体・インターハイ中止決定
緊急事態宣言の対象地域を全都道府県としたまま5月31日まで延長
国内初、新型コロナ治療薬「レムデシビル（ギリアド・サイエンシズ社）」を特例承認（新型コロナウイルス感染症）
新型コロナウイルスの抗原検査簡易キットを承認（厚生労働省）
39県を対象に緊急事態宣言を解除
大阪府の新規感染者0名（3月9日以来）
第102回全国高校野球選手権大会中止決定
大阪、兵庫、京都緊急事態宣言解除
全国緊急事態宣言解除（4月7日から1カ月半ぶり）
症状発症から９日以内の者については唾液PCR検査を可能（厚生労働省）／
東京都、新型コロナウイルスの感染者が新たに34人発生、東京アラートを発動
東京アラート解除
都道府県境をまたぐ移動の自粛要請を解除／
厚生労働省から新型コロナ感染者との濃厚接触の通知アプリ「COCOA」をリリース

コロナの経緯

当院の対応経緯

世界・日本の動き

Ⓒ 2020 OSAKA RED CROSS HOSPITAL AII rights reserved.

　コロナ対応に取り組んでいる当院に対し、
多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまか
ら、ご寄付およびサージカルマスク・フェイス
シールドなどの防護具をご寄贈いただきまし
た。職員一同、感謝申し上げるとともに、これ
からも地域医療に貢献できるように取り組ん
でいきます。

たくさんのご支援
ありがとうございました ！

■4月16日
緊急事態宣言の対象を全国に拡大

■5月3日
緊急事態宣言の対象地域を全都道府県としたまま
5月31日まで延長

■5月14日
39県を対象に緊急事態宣言を解除

■5月20日
第102回全国高校野球選手権大会中止決定

■5月21日
大阪、兵庫、京都緊急事態宣言解除

■5月25日
全国緊急事態宣言解除（4月7日から1カ月半ぶり）

■4月7日
東京、埼玉、神奈川、千葉、大阪、兵庫、福岡において

緊急事態宣言（4月7日～5月6日）

■3月24日
東京五輪組織委員会と国際オリンピック委員会は
2020年東京五輪・パラリンピック延期を発表

■3月11日
WHOがパンデミックを宣言／

第92回選抜高等学校野球大会の中止を決定

■12月12日
中華人民共和国湖北省武漢市において、

原因不明の肺炎患者が発生

■1月5日
WHOは中国湖北省
武漢で原因不明の
肺炎の発生を発表

■2月3日
横浜港にダイヤモンド・

プリンセス号寄港
(乗客約3,700人)

■4月22日～4月25日
軽症者収容施設への救護員の派遣（看護師2名）

■2月16日～2月18日
横浜港に停泊中のクルーズ船『ダイヤモンド・プリンセス号』へ

救護班を派遣（医師1名、看護師2名、事務1名）

■1月25日
新型コロナウイルス肺炎疑い患者の救急外来対応

（院外診察室使用）
1例目：中国国籍の旅行者2名

■2月21日
院内におけるイベント中止の決定
・ 春の糖尿病教室（3月5日開催）

・ 世界腎臓デー啓発イベント（3月12日開催）
・ アレルギー市民公開講座「アレルギーと災害」（3月20日開催）

・ スプリングコンサート（3月）

■3月5日
大阪府より大阪市内のライブハウスで
発生した小規模なクラスターに対する
接触者外来の設置依頼あり3月10日より受入れ開始

■3月23日
新型コロナウイルス感染症対策会議を設置

■4月6日
大阪市保健所からの依頼に対して発熱外来を設置
（正面玄関横にホスピタルdERU〈災害用野外病院〉の
一部を展開）し、医師1名、看護師2名、事務2名を配置
・ 大阪府からの依頼に対して、一部病棟をコロナ病棟として
  軽症・中等症患者の受入れ開始
・ 2階西出入口、2階駐車場渡り廊下を終日閉鎖し、
  正面玄関にて発熱トリアージを開始

■4月13日
新型コロナウイルス感染症対策室を設置、5月末まで毎日本部会を開催

■4月14日～4月21日
軽症者収容施設への救護員の派遣（医師1名、看護師4名、薬剤師1名）

▶船内にて
救護活動に従事する
当院事務職員（左）と

看護師（右）

▶中国紅十字会より
マスクのご寄贈

▲企業様からリップクリームやお菓子など、
　あたたかいメッセージとともに届きました

▲軽症者収容施設で
救護活動に従事する

　当院看護師２名（左・中）と薬剤師（右）

◀感染者隔離病棟で
　陽性患者にリハビリを
　実施する理学療法士

▼発熱外来の診察室と
　レントゲン室用のテントを設置

▲発熱外来レントゲン室で
　レントゲンの対応を
　行う放射線技師

い
の
ち
を
守
る
た
め
に

新型コロナウイルス
大阪府の感染者数の推移
新型コロナウイルス
大阪府の感染者数の推移

コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う 

〜
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

▲「医療現場で奮闘される皆さまに  
　心からの敬意とエールを送ります」とのメッセージが添えられています。
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　「
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
つ
ら
い
と
感
じ

た
こ
と
は
あ
る
か
」と
尋
ね
て
み
た
。

す
る
と
、八
幡
医
師
は
穏
や
か
に「
私
は

こ
の
仕
事
が
好
き
で
す
。な
の
で
、ひ
ど

く
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
、答
え
て
く
れ
た
。そ
の
柔
ら
か
な

表
情
に
、き
っ
と
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん

が
救
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
八
幡
医
師
が
医
者
の
道
を
志
し
た
の

は
小
学
生
の
頃
に
遡
る
。風
邪
で
開
業

医
に
か
か
っ
た
際〝
病
気
を
治
す
こ
と
〞

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と

い
う
。大
学
卒
業
後
は
研
修
病
院
で

さ
ま
ざ
ま
な
科
を
回
り
、そ
こ
で
糖
尿

病
治
療
や
腎
臓
の
面
白
さ
を
見
出
し
、

大
学
院
で
は
腎
臓
内
科
を
専
門
と
し
た
。

腎
臓
内
科
の
や
り
が
い
に
つ
い
て「
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
や
、糖
尿
病
性
腎
症
、

透
析
治
療
に
な
る
方
な
ど
、い
ろ
ん
な

症
状
の
患
者
さ
ん
が
い
て
、特
に
ご
高
齢

の
方
な
ど
は
、他
の
病
気
を
お
持
ち
の

方
も
い
る
。そ
う
いっ
た
症
状
も
加
味
し

て
診
る
必
要
が
あ
る
の
で
、多
く
の
知

識
が
必
要
で
す
。い
つ
ま
で
経
っ
て
も
興

味
は
尽
き
ま
せ
ん
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

複
数
の
科
に
繋
が
る
腎
臓
内
科
は
守
備

範
囲
が
広
く
、常
に
最
新
の
知
識
が
必

要
と
さ
れ
る
。八
幡
医
師
を
は
じ
め
腎
臓

内
科
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、病
院
内
で

も
欠
か
せ
な
い
存
在
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
八
幡
医
師
は
通
常
の
診
療

業
務
の
ほ
か
、臨
床
研
究
や
論

文
の
執
筆
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。「
日
頃
か
ら

何
事
に
も
興
味
を
持
って
勉
強

を
続
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
そ
の
な
か
か
ら

〝
面
白
い
こ
と
〞が
出
て
く
る
ん

で
す
。勉
強
し
て
い
な
い
と
、面
白

い
こ
と
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。」

　
そ
の
よ
う
な
自
身
の
経
験

か
ら
、次
世
代
の
育
成
に
つい
て

も
柔
軟
だ
。「
腎
臓
に
興
味
を

持
ち
、腎
臓
内

科
に
進
む
の
は

良
い
こ
と
で
す
。

で
す
が
、若
い

人
に
は
、専
門

性
を
高
め
る
と

同
時
に
、〝
こ
れ
〞

と
決
め
つ
け
ず
、多
く
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
って
い
ま
す
。」と
、語
って
く
れ
た
。

そ
し
て「
前
の
病
院
で
10
年
ほ
ど
責
任

者
と
し
て
就
き
、人
は
自
分
の
思
い
通
り

に
動
か
す
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

寛
容
の
心
で
、ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
、ど

こ
か
ら
が
譲
れ
な
い
の
か
決
め
る
の
も
大

切
で
す
。人
生
は
ま
ま
な
ら
な
い
。怒
っ

た
り
、深
く
悩
ん
で
い
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。」と
笑
顔
で
結
ん
だ
。医
者
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、物
腰
柔
ら
か
な
八
幡

医
師
。そ
の
姿
勢
に
は
患
者
さ
ん
や
ス
タ

ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、医
療
に
対
す
る
敬
意

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
最
後
に
、当
院
で
の
今
後
の
活
動
目

標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、以
前
の
病
院
で

取
り
組
ん
で
い
た『
腹
膜
透
析
』の
拡
充

や
、地
域
医
療
の
連
携
に
も
注
力
し
て

い
き
た
い
と
い
う
。穏
や
か
で
い
な
が
ら

も
、医
療
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
う

八
幡
医
師
の
よ
う
な
医
者
が
い
れ
ば
、

患
者
さ
ん
の
不
安
は
和
ら
ぐ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

〝
寛
容
の
心
〞で
ど
の
よ
う
な
局
面
に
も
柔
軟
に
対
応

そ
う
す
れ
ば
、日
々
の
診
療
か
ら
さ
ら
に
や
り
が
い
を
見
出
せ
る

腎
臓
内
科
主
任
部
長  

八
幡 

兼
成

〝
病
気
を
治
し
た
い
〞気
持
ち
が

き
っ
か
け
で
医
師
に

そ
の
後
ど
ん
ど
ん
深
ま
る
探
求
心

　
オ
ク
ラ
は
、６
月
か
ら
８
月
に
旬
を
迎
え
る
野
菜
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、健
康
に
良
い
食
材
で
す
。

　
ま
ず
、オ
ク
ラ
に
含
ま
れ
る
独
特
の
ネ
バ
ネ
バ
と
し
た
成
分
は
、主
に

ペ
ク
チ
ン
な
ど
の
食
物
繊
維
で
す
。ペ
ク
チ
ン
は
整
腸
作
用
を
促
し
、便
秘

や
下
痢
を
予
防
し
て
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
ほ
か
、コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
排

出
す
る
作
用
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
ク
ラ
に
は
抗
発
が
ん
作
用
や
免
疫

を
活
性
化
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
β

カ
ロ
テ
ン
が
、レ
タ
ス
の
３
倍
以
上
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
オ
ク
ラ
を
使
っ
た
パ
ス
タ
の
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
ま
す
。

割
っ
て
は
い
け
な
い
お
薬

夏
の
旬
の
食
材〝
オ
ク
ラ
〞

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

K
E
N
S
E
I Y
A
H
A
T
A

シ
リ
ー
ズ

夕
食
は
洋
食
と
と
も
に
ワ
イ
ン
を
楽
し
む

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●73

兵庫県生まれ。平成4年鹿児島大学医学部卒業後、大阪府済生会中津病院で研修。京都大学大学院医学研究科へ進む。その後、京都大学医学部附属病院、NTT西日本京都病院（現洛和会東寺南病院）
にて勤務。平成15年国立京都病院（現国立病院機構京都医療センター）に着任、平成22年同医院腎臓内科診療科長に就任。令和2年当院へ腎臓内科主任部長として着任した。

ミニ知識

　
お
薬
の
製
剤
技
術
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、お
薬
を
飲
ん
で
か
ら
体
の
な
か
で
ゆ
っ
く
り
溶
け
て

吸
収
さ
れ
る
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、持
続
的
に
効
果
を
保
つ
お
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
工
夫
を
さ
れ
た
お
薬
を
徐
放
製
剤
と
い
い
ま
す
。

　
お
薬
の
名
前
の
後
に
Ｒ
、Ｃ
Ｒ
、Ｌ
な
ど
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
る
お
薬
は
徐
放
製
剤
で

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。例
と
し
て
、高
血
圧
の
治
療
薬
の
ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
Ｃ
Ｒ
®
や
て
ん
か
ん

治
療
薬
の
デ
パ
ケ
ン
Ｒ
®
、痰
を
切
る
ム
コ
ソ
ル
バ
ン
Ｌ
®
な
ど
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
つ
い
て
い
な
い
徐
放
製
剤
も
あ
り
ま
す
。

●
徐
放
製
剤
の
注
意
点

　
徐
放
製
剤
の
お
薬
を
か
み
砕
い
て
飲
ん
で
し
ま
う
と
、

お
薬
の
濃
度
が
急
激
に
上
昇
し
て
し
ま
い
、お
薬
の
効
果

が
強
く
出
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
結
果
、副
作
用
が
強
く

出
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
徐
放
製
剤

の
お
薬
は
、か
み
砕
か
ず
に
飲
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、一部
の
徐
放
製
剤
で
は
、便
の
な
か
に
お
薬
の
殻

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体
の
な
か
で
ゆ
っ
く
り

溶
け
て
い
く
工
夫
を
す
る
た
め
に
、網
目
状
の
構
造
を

し
た
水
に
溶
け
に
く
い
基
材
か
ら
徐
々
に
有
効
成
分
が

溶
け
出
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、残
っ
た
基
材

が
そ
の
ま
ま
便
に

混
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。便
の

な
か
に
排
出
さ
れ
た
お
薬
の
殻
を
ゴ
ー
ス
ト
ピ
ル
と
い
い

ま
す
。ゴ
ー
ス
ト
ピ
ル
の
な
か
に
は
、お
薬
の
有
効
成
分
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
薬
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
製
造
さ
れ
て
い

ま
す
。お
薬
が
大
き
く
て
飲
み
に
く
い
場
合
は
、か
み
砕
い
て

飲
ん
で
も
大
丈
夫
な
お
薬
か
ど
う
か
、事
前
に
薬
剤
師
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

薬剤部 臨床薬剤課 薬剤師  陣在 ひと美

工
夫
さ
れ
た
お
薬
、『
徐
放
製
剤
』と
は

　〝
や
っ
て
み
て
か
ら
考
え
る
〞と
い
う
私

自
身
の
性
格
。そ
し
て
、看
護
師
に
な
って

間
も
な
い
頃
、部
長
に
か
け
ら
れ
た「
若
い

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
を
」と
い
う
言
葉
。

こ
の
二
つ
が
合
わ
さ
り
、振
り
返
って
み
る
と
こ
れ
ま

で
に
た
く
さ
ん
の
挑
戦
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
看
護
学
校
卒
業
後
は
当
院
の
循
環
器
内
科
へ

入
職
し
ま
し
た
。当
時
は
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

が
多
か
っ
た
で
す
ね
。そ
の
後
、経
験
を
広
げ
る
た

め
、保
健
師
の
専
門
学
校
を
経
て
、企
業
に
務
め
る

方
の
健
康
管
理
を
中
心
に
産
業
保
健
師
と
し
て
３

年
間
勤
め
ま
し
た
。で
す
が
再
び
、「
循
環
器
看
護

に
携
わ
り
た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
り
、看
護
師
に

戻
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
看
護
は
、透
析
治
療
を
選
択

さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
、ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。一
生
付
き
合
う
必
要
の
あ
る
透
析
治
療
は
、な
か

な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
方
も
多
く
、精
神
面
で
の
ケ
ア
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、専
門
医
療
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、そ
の
よ
う
な
と
き
、キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
外

来
ス
タ
ッフ
の
存
在
に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ス
タ
ッフ
間
で

お
互
い
の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、チ
ー
ム
医
療
で「
患
者
さ
ん
に

最
善
を
尽
く
そ
う
」と
、日
々
看
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
休
日
は
お
気
に
入
り
の一冊
を
求

め
て
、よ
く
本
屋
へ
出
か
け
て
い
ま

す
。時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
、

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、い
ろ
ん
な

本
を
読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
幼
い
頃
、母
に
ず
っ
と
言
わ
れ
て

い
た
の
が「
人
に
は
や
さ
し
く
し
な
さ
い
」と
い
う
言
葉
で
す
。

幼
心
に
、「
人
に
や
さ
し
く
で
き
る
仕
事
っ
て
何
だ
ろ
う
」と
考
え

た
答
え
が
、看
護
師
と
い
う
職
業
で
し
た
。迷
い
な
く
こ
の
道
に

進
み
ま
し
た
が
、そ
の
答
え
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

三重県生まれ。大阪赤十字看護専門学校を卒業後、当院の循環器内科病棟へ入職。その後、京都府立保健婦専門学校（現京都府立医科大学）を経て産業保健師に。
大阪府済生会泉尾病院などで再び看護師として勤務後、平成21年当院へ再就職。外来での看護を経験後、平成29年より現在の血液浄化センターで勤務。
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看
護
係
長  

本
多 

真
弓

自身、そしてスタッフの
経験を活かし、最適な看護を

お 薬

８本
80g
6個
120g
大さじ1
大さじ1
適量
10g
適量

〈材料〉（2人分）
オクラ
むきえび
ほたて
パスタ
オリーブオイル
醤油
わさび
バター
塩

作り方
❶オクラは軽く水で洗い、塩で板ずりをする。
❷むきえびとほたてをボウルに入れ、酒を適量（分量外）加え、
　5分ほど置いて臭みを取り、軽く洗う。
❸鍋でパスタを茹でる。沸騰したお湯に塩（水2ℓに対して
　塩10g）を入れ、茹で時間を袋の表示より1分短くし、茹で
　上がったらザルにあげる。
❹①を③の鍋の中に入れ、1～2分ほど茹でる（板ずりの際
　の塩は洗わなくてもよい）。茹でたオクラはヘタを取り、
　好きな大きさに切る。
❺熱したフライパンにオリーブ油を入れ②を炒め、次にオク
　ラを入れ、さらに炒める。醤油とわさびを加え軽く和えた
　ら、パスタの茹で汁大さじ2を加え、素早く混ぜ合わせる。
❻最後にパスタとバターを入れて混ぜ合わせる。お皿に盛り
　つければ完成です。

若
手
の
た
め
、そ
し
て
医
療
の
た
め

知
見
を
広
げ
る
こ
と
の
重
要
性

サスペンス、エンタメ、
恋愛小説と幅広く

読むので、本棚はぎっしり。「本屋大賞」
もよくチェックします。

「気の向くままに花を植えた」という自宅
の寄せ植えは、どこかバランスが良い。

　
お
薬
が
大
き
い
と
飲
み
に
く
く
、飲
む
と
き
に
か
み
砕
い
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。で
す
が
、『
割
って
は
い
け
な
い
お
薬
』が
存
在
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
特
殊
な
工
夫
を
さ
れ
た
お
薬
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

オクラのわさびバター醤油パスタ

エネルギー 
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

427kcal
21.8g
13.9ｇ
50.3ｇ
2.3ｇ

◆栄養成分（1人分）

： Rerated （遅らせる）
： Long Acting （長く効く）
： Controlled Release （放出をコントロールする）
： Long Acting （長く効く）
： Sustained Release （放出を持続させる）
： Time Release （持続放出）

徐放製剤に使用される略語

R
Ｌ
ＣＲ
ＬＡ
SＲ
TＲ
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　「
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
つ
ら
い
と
感
じ

た
こ
と
は
あ
る
か
」と
尋
ね
て
み
た
。

す
る
と
、八
幡
医
師
は
穏
や
か
に「
私
は

こ
の
仕
事
が
好
き
で
す
。な
の
で
、ひ
ど

く
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
、答
え
て
く
れ
た
。そ
の
柔
ら
か
な

表
情
に
、き
っ
と
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん

が
救
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
八
幡
医
師
が
医
者
の
道
を
志
し
た
の

は
小
学
生
の
頃
に
遡
る
。風
邪
で
開
業

医
に
か
か
っ
た
際〝
病
気
を
治
す
こ
と
〞

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と

い
う
。大
学
卒
業
後
は
研
修
病
院
で

さ
ま
ざ
ま
な
科
を
回
り
、そ
こ
で
糖
尿

病
治
療
や
腎
臓
の
面
白
さ
を
見
出
し
、

大
学
院
で
は
腎
臓
内
科
を
専
門
と
し
た
。

腎
臓
内
科
の
や
り
が
い
に
つ
い
て「
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
や
、糖
尿
病
性
腎
症
、

透
析
治
療
に
な
る
方
な
ど
、い
ろ
ん
な

症
状
の
患
者
さ
ん
が
い
て
、特
に
ご
高
齢

の
方
な
ど
は
、他
の
病
気
を
お
持
ち
の

方
も
い
る
。そ
う
いっ
た
症
状
も
加
味
し

て
診
る
必
要
が
あ
る
の
で
、多
く
の
知

識
が
必
要
で
す
。い
つ
ま
で
経
っ
て
も
興

味
は
尽
き
ま
せ
ん
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

複
数
の
科
に
繋
が
る
腎
臓
内
科
は
守
備

範
囲
が
広
く
、常
に
最
新
の
知
識
が
必

要
と
さ
れ
る
。八
幡
医
師
を
は
じ
め
腎
臓

内
科
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、病
院
内
で

も
欠
か
せ
な
い
存
在
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
八
幡
医
師
は
通
常
の
診
療

業
務
の
ほ
か
、臨
床
研
究
や
論

文
の
執
筆
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。「
日
頃
か
ら

何
事
に
も
興
味
を
持
って
勉
強

を
続
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
そ
の
な
か
か
ら

〝
面
白
い
こ
と
〞が
出
て
く
る
ん

で
す
。勉
強
し
て
い
な
い
と
、面
白

い
こ
と
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。」

　
そ
の
よ
う
な
自
身
の
経
験

か
ら
、次
世
代
の
育
成
に
つい
て

も
柔
軟
だ
。「
腎
臓
に
興
味
を

持
ち
、腎
臓
内

科
に
進
む
の
は

良
い
こ
と
で
す
。

で
す
が
、若
い

人
に
は
、専
門

性
を
高
め
る
と

同
時
に
、〝
こ
れ
〞

と
決
め
つ
け
ず
、多
く
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
って
い
ま
す
。」と
、語
って
く
れ
た
。

そ
し
て「
前
の
病
院
で
10
年
ほ
ど
責
任

者
と
し
て
就
き
、人
は
自
分
の
思
い
通
り

に
動
か
す
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

寛
容
の
心
で
、ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
、ど

こ
か
ら
が
譲
れ
な
い
の
か
決
め
る
の
も
大

切
で
す
。人
生
は
ま
ま
な
ら
な
い
。怒
っ

た
り
、深
く
悩
ん
で
い
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。」と
笑
顔
で
結
ん
だ
。医
者
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、物
腰
柔
ら
か
な
八
幡

医
師
。そ
の
姿
勢
に
は
患
者
さ
ん
や
ス
タ

ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、医
療
に
対
す
る
敬
意

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
最
後
に
、当
院
で
の
今
後
の
活
動
目

標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、以
前
の
病
院
で

取
り
組
ん
で
い
た『
腹
膜
透
析
』の
拡
充

や
、地
域
医
療
の
連
携
に
も
注
力
し
て

い
き
た
い
と
い
う
。穏
や
か
で
い
な
が
ら

も
、医
療
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
う

八
幡
医
師
の
よ
う
な
医
者
が
い
れ
ば
、

患
者
さ
ん
の
不
安
は
和
ら
ぐ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

〝
寛
容
の
心
〞で
ど
の
よ
う
な
局
面
に
も
柔
軟
に
対
応

そ
う
す
れ
ば
、日
々
の
診
療
か
ら
さ
ら
に
や
り
が
い
を
見
出
せ
る

腎
臓
内
科
主
任
部
長  

八
幡 

兼
成

〝
病
気
を
治
し
た
い
〞気
持
ち
が

き
っ
か
け
で
医
師
に

そ
の
後
ど
ん
ど
ん
深
ま
る
探
求
心

　
オ
ク
ラ
は
、６
月
か
ら
８
月
に
旬
を
迎
え
る
野
菜
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、健
康
に
良
い
食
材
で
す
。

　
ま
ず
、オ
ク
ラ
に
含
ま
れ
る
独
特
の
ネ
バ
ネ
バ
と
し
た
成
分
は
、主
に

ペ
ク
チ
ン
な
ど
の
食
物
繊
維
で
す
。ペ
ク
チ
ン
は
整
腸
作
用
を
促
し
、便
秘

や
下
痢
を
予
防
し
て
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
ほ
か
、コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
排

出
す
る
作
用
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
ク
ラ
に
は
抗
発
が
ん
作
用
や
免
疫

を
活
性
化
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
β

カ
ロ
テ
ン
が
、レ
タ
ス
の
３
倍
以
上
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
オ
ク
ラ
を
使
っ
た
パ
ス
タ
の
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
ま
す
。

割
っ
て
は
い
け
な
い
お
薬

夏
の
旬
の
食
材〝
オ
ク
ラ
〞

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

K
E
N
S
E
I Y
A
H
A
T
A

シ
リ
ー
ズ

夕
食
は
洋
食
と
と
も
に
ワ
イ
ン
を
楽
し
む

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●73

兵庫県生まれ。平成4年鹿児島大学医学部卒業後、大阪府済生会中津病院で研修。京都大学大学院医学研究科へ進む。その後、京都大学医学部附属病院、NTT西日本京都病院（現洛和会東寺南病院）
にて勤務。平成15年国立京都病院（現国立病院機構京都医療センター）に着任、平成22年同医院腎臓内科診療科長に就任。令和2年当院へ腎臓内科主任部長として着任した。

ミニ知識

　
お
薬
の
製
剤
技
術
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、お
薬
を
飲
ん
で
か
ら
体
の
な
か
で
ゆ
っ
く
り
溶
け
て

吸
収
さ
れ
る
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、持
続
的
に
効
果
を
保
つ
お
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
工
夫
を
さ
れ
た
お
薬
を
徐
放
製
剤
と
い
い
ま
す
。

　
お
薬
の
名
前
の
後
に
Ｒ
、Ｃ
Ｒ
、Ｌ
な
ど
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
る
お
薬
は
徐
放
製
剤
で

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。例
と
し
て
、高
血
圧
の
治
療
薬
の
ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
Ｃ
Ｒ
®
や
て
ん
か
ん

治
療
薬
の
デ
パ
ケ
ン
Ｒ
®
、痰
を
切
る
ム
コ
ソ
ル
バ
ン
Ｌ
®
な
ど
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
つ
い
て
い
な
い
徐
放
製
剤
も
あ
り
ま
す
。

●
徐
放
製
剤
の
注
意
点

　
徐
放
製
剤
の
お
薬
を
か
み
砕
い
て
飲
ん
で
し
ま
う
と
、

お
薬
の
濃
度
が
急
激
に
上
昇
し
て
し
ま
い
、お
薬
の
効
果

が
強
く
出
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
結
果
、副
作
用
が
強
く

出
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
徐
放
製
剤

の
お
薬
は
、か
み
砕
か
ず
に
飲
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、一部
の
徐
放
製
剤
で
は
、便
の
な
か
に
お
薬
の
殻

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体
の
な
か
で
ゆ
っ
く
り

溶
け
て
い
く
工
夫
を
す
る
た
め
に
、網
目
状
の
構
造
を

し
た
水
に
溶
け
に
く
い
基
材
か
ら
徐
々
に
有
効
成
分
が

溶
け
出
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、残
っ
た
基
材

が
そ
の
ま
ま
便
に

混
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。便
の

な
か
に
排
出
さ
れ
た
お
薬
の
殻
を
ゴ
ー
ス
ト
ピ
ル
と
い
い

ま
す
。ゴ
ー
ス
ト
ピ
ル
の
な
か
に
は
、お
薬
の
有
効
成
分
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
薬
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
製
造
さ
れ
て
い

ま
す
。お
薬
が
大
き
く
て
飲
み
に
く
い
場
合
は
、か
み
砕
い
て

飲
ん
で
も
大
丈
夫
な
お
薬
か
ど
う
か
、事
前
に
薬
剤
師
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

薬剤部 臨床薬剤課 薬剤師  陣在 ひと美

工
夫
さ
れ
た
お
薬
、『
徐
放
製
剤
』と
は

　〝
や
っ
て
み
て
か
ら
考
え
る
〞と
い
う
私

自
身
の
性
格
。そ
し
て
、看
護
師
に
な
って

間
も
な
い
頃
、部
長
に
か
け
ら
れ
た「
若
い

う
ち
に
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
を
」と
い
う
言
葉
。

こ
の
二
つ
が
合
わ
さ
り
、振
り
返
って
み
る
と
こ
れ
ま

で
に
た
く
さ
ん
の
挑
戦
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
看
護
学
校
卒
業
後
は
当
院
の
循
環
器
内
科
へ

入
職
し
ま
し
た
。当
時
は
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

が
多
か
っ
た
で
す
ね
。そ
の
後
、経
験
を
広
げ
る
た

め
、保
健
師
の
専
門
学
校
を
経
て
、企
業
に
務
め
る

方
の
健
康
管
理
を
中
心
に
産
業
保
健
師
と
し
て
３

年
間
勤
め
ま
し
た
。で
す
が
再
び
、「
循
環
器
看
護

に
携
わ
り
た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
り
、看
護
師
に

戻
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
看
護
は
、透
析
治
療
を
選
択

さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
、ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。一
生
付
き
合
う
必
要
の
あ
る
透
析
治
療
は
、な
か

な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
方
も
多
く
、精
神
面
で
の
ケ
ア
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、専
門
医
療
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、そ
の
よ
う
な
と
き
、キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
外

来
ス
タ
ッフ
の
存
在
に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ス
タ
ッフ
間
で

お
互
い
の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、チ
ー
ム
医
療
で「
患
者
さ
ん
に

最
善
を
尽
く
そ
う
」と
、日
々
看
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
休
日
は
お
気
に
入
り
の一冊
を
求

め
て
、よ
く
本
屋
へ
出
か
け
て
い
ま

す
。時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
、

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。

ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、い
ろ
ん
な

本
を
読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
幼
い
頃
、母
に
ず
っ
と
言
わ
れ
て

い
た
の
が「
人
に
は
や
さ
し
く
し
な
さ
い
」と
い
う
言
葉
で
す
。

幼
心
に
、「
人
に
や
さ
し
く
で
き
る
仕
事
っ
て
何
だ
ろ
う
」と
考
え

た
答
え
が
、看
護
師
と
い
う
職
業
で
し
た
。迷
い
な
く
こ
の
道
に

進
み
ま
し
た
が
、そ
の
答
え
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

三重県生まれ。大阪赤十字看護専門学校を卒業後、当院の循環器内科病棟へ入職。その後、京都府立保健婦専門学校（現京都府立医科大学）を経て産業保健師に。
大阪府済生会泉尾病院などで再び看護師として勤務後、平成21年当院へ再就職。外来での看護を経験後、平成29年より現在の血液浄化センターで勤務。
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看
護
係
長  

本
多 

真
弓

自身、そしてスタッフの
経験を活かし、最適な看護を

お 薬

８本
80g
6個
120g
大さじ1
大さじ1
適量
10g
適量

〈材料〉（2人分）
オクラ
むきえび
ほたて
パスタ
オリーブオイル
醤油
わさび
バター
塩

作り方
❶オクラは軽く水で洗い、塩で板ずりをする。
❷むきえびとほたてをボウルに入れ、酒を適量（分量外）加え、
　5分ほど置いて臭みを取り、軽く洗う。
❸鍋でパスタを茹でる。沸騰したお湯に塩（水2ℓに対して
　塩10g）を入れ、茹で時間を袋の表示より1分短くし、茹で
　上がったらザルにあげる。
❹①を③の鍋の中に入れ、1～2分ほど茹でる（板ずりの際
　の塩は洗わなくてもよい）。茹でたオクラはヘタを取り、
　好きな大きさに切る。
❺熱したフライパンにオリーブ油を入れ②を炒め、次にオク
　ラを入れ、さらに炒める。醤油とわさびを加え軽く和えた
　ら、パスタの茹で汁大さじ2を加え、素早く混ぜ合わせる。
❻最後にパスタとバターを入れて混ぜ合わせる。お皿に盛り
　つければ完成です。

若
手
の
た
め
、そ
し
て
医
療
の
た
め

知
見
を
広
げ
る
こ
と
の
重
要
性

サスペンス、エンタメ、
恋愛小説と幅広く

読むので、本棚はぎっしり。「本屋大賞」
もよくチェックします。

「気の向くままに花を植えた」という自宅
の寄せ植えは、どこかバランスが良い。

　
お
薬
が
大
き
い
と
飲
み
に
く
く
、飲
む
と
き
に
か
み
砕
い
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。で
す
が
、『
割
って
は
い
け
な
い
お
薬
』が
存
在
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
特
殊
な
工
夫
を
さ
れ
た
お
薬
に
つい
て
説
明
し
ま
す
。

オクラのわさびバター醤油パスタ

エネルギー 
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

427kcal
21.8g
13.9ｇ
50.3ｇ
2.3ｇ

◆栄養成分（1人分）

： Rerated （遅らせる）
： Long Acting （長く効く）
： Controlled Release （放出をコントロールする）
： Long Acting （長く効く）
： Sustained Release （放出を持続させる）
： Time Release （持続放出）

徐放製剤に使用される略語

R
Ｌ
ＣＲ
ＬＡ
SＲ
TＲ
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令和元年８月

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

医療法人 典宝会 あかばねクリニック
◆ 院　長／赤埴 吉高　
◆ 診療科／内科・外科・胃腸内科・肛門外科・
　　　　　アレルギー・リハビリテーション科
◆ 住　所／大阪市平野区長吉長原西１－４－６　
　　　　　イオン長吉店駐車場ビル１F
◆ 電　話／０６－６７０４－７８９０
◆ 往　診／有　◆ 訪問診療／有　◆ リハビリ／有
◆ 診療時間 〈木曜、日曜、祝日は休診〉

胃カメラ・大腸カメラ・エコー装置などの最新医療機器を導入し、消化器内科
を中心に診療しており、がんの早期発見およびポリープ切除などを行っています。
また、各種健康診断を含め皆さまの健康管理も行っています。その他、リハビリテー
ション施設の充実をはかり、患者さまのご家庭での生活・介護の一助となるようスタ
ッフ一同努力しています。

特長

い    りょう  ほう    じん      てん　ほう　かい い    りょう  ほう    じん

医療法人 きたはらファミリークリニック
◆ 院　長／北原 光輝
◆ 診療科／内科・泌尿器科・心療内科・
　　　　　在宅医療
◆ 住　所／大阪市阿倍野区天王寺町北
　　　　　３－１１－４－２F
◆ 電　話／０６－６７１９－８８３３
◆ 往　診／有　◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間 〈木曜、日曜、祝日は休診〉

当院は、患者さまの住み慣れた地域で、精神的な安心も得ることができ
るよう『外来診療』や『在宅医療』を行っています。外来受診が難しい患者さまには、
ご自宅や介護施設に往診や定期的な在宅医療を行い、医師・看護師の当番体制
を敷いて、24時間365日対応しています。患者さまお一人おひとりに対し、それ
ぞれのニーズにお応えできる環境づくりに日々取り組んでいます。

地域の皆さまへ治療はもちろん、心のケアから生活環境まで
を含め、安心して生活ができるよう、診療、往診、看取りまで対応しています。専門
外のことでもご相談いただきましたら、適切な病院や診療科へご紹介させていた
だききます。また、セカンドオピニオンが必要な患者さまにつきましても、お気軽に
ご相談いただけますと幸いです。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

当クリニックは、患者さまに愛され親しまれるホームドクターとして
地域医療に取り組んでいます。分かりやすい説明を心がけていますので、お聞きに
なりたいことがあれば、どうぞご遠慮なくお尋ねください。地域の皆さまの健康管理
のお手伝いをさせていただくことが当クリニックの願いです。

地域の皆さまへ

vol.44『がんサポートチーム』からのお知らせ vol.44『がんサポートチーム』からのお知らせ

　「
病
気
や
治
療
の
こ
と
を

聞
い
て
不
安
な
気
持
ち
で
い

る
」「
治
療
の
選
択
に
悩
ん

で
い
る
」「
最
期
ま
で
家
で

過
ご
し
た
い
が
家
族
に
迷

惑
は
か
け
た
く
な
い
」…

。

が
ん
治
療
を
行
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
は
、

誰
し
も
こ
の
よ
う
な
悩
み
や

不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
が
ん
を
と
り
ま
く
医
療

は
め
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
を

続
け
、様
変
わ
り
を
し
て
い

ま
す
。現
在
、が
ん
の
告
知
、

治
療
の
選
択
、療
養
場
所
の

選
択
な
ど
、が
ん
医
療
の
重

要
な
局
面
を
外
来
で
迎
え

る
こ
と
が
多
く
な
って
い
ま
す
。手
術

療
法
、薬
物
療
法
、放
射
線
療
法
だ

け
で
な
く
、昨
年
６
月
に
は
が
ん
遺

伝
子
パ
ネ
ル
検
査
が
保
険
適
用
と
な

り
、た
く
さ
ん
の
情
報
の
な
か
で
治
療

法
を
選
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、が
ん
と
共
存
し
な
が
ら
余
生
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
く
か
と
い
う
選
択
も
必
要
で
す
。

が
ん
に
な
り
療
養
生
活
を
送
る
う
え
で
、い
く
つ
か
の

選
択
肢
か
ら
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
選
択
す
る
重
要
な

意
思
決
定
を
何
度
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
今
年
の
６
月
よ
り
、専
門
看
護
師・認
定

看
護
師（
が
ん
の
専
門
的
な
知
識
を
も
つ
看
護
師
）が

担
当
す
る『
が
ん
看
護
外
来
』を
開
設
し
ま
し
た
。

が
ん
看
護
外
来
で
は
、が
ん
に
な
って
も
あ
な
た
ら
し

く
納
得
の
い
く
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、意
思
決
定

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。「
が
ん
と
聞
い
て

頭
が
真
っ
白
に
な
り
治
療
の
説
明
を
十
分

聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」「
抗
が
ん
剤

治
療
が
必
要
と
言
わ
れ
た
け
ど
副
作
用

が
心
配
」な
ど
、自
分
に
と
って一番
よ
い
と

思
う
治
療
を
ど
う
選
択
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
と
悩
む
人
は
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
、が
ん
看
護

外
来
で
は
病
気
や
治
療
に
関
す
る
情
報

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、そ
の
う
え
で

患
者
さ
ん
に
と
って
大
切
な
こ
と
は
何
か
、

今
優
先
し
た
い
こ
と
は
何
か
を
一
緒
に

整
理
し
、治
療
に
関
す
る
意
思
決
定
を

支
援
し
ま
す
。ま
た
、「
病
気
の
こ
と
を
考

え
る
と
不
安
に
な
る
」「
仕
事
と
治
療
の

両
立
」「
最
期
の
と
き
を
ど
こ
で
過
ご
す

か
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
対
し

て
、解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
、必
要
な

と
き
は
専
門
家
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　
人
生
の
な
か
で
突
然
が
ん
に
な
り
、

戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。つ
ら
い
気

持
ち
や
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

が
ん
看
護
外
来
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北原院長

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：00）

外　来

※火曜～土曜の7：00から胃内視鏡および超音波検査を実施
※昼間診（○）は大腸内視鏡・往診・リハビリ科のみ診療実施

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）

午後（16：30～19：00）
昼間（13：30～15：00）

外　来

　
当
院
は
、令
和
２
年
３
月
５
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、

一般
財
団
法
人
日
本
医
療
教
育
財
団
に
よ
る「
外
国
人
患
者

受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度（Japan

　Medical

　Service
A
ccreditation

　for

　International

　Patients

（
以
下
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
））」の
訪
問
調
査
を
受
審
し
、こ
の
度
４
月
28
日
付

で
同
制
度
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
本
認
証
制
度
は
、多
言
語
に
よ
る
診
療
案
内
体
制
を
は
じ

め
、多
様
な
文
化
や
宗
教
に
配
慮
し
た
対
応
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

患
者
さ
ん
を
円
滑
に
受
入
れ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
評
価
す

る
も
の
で
す
。

　
当
院
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
認
証
の
取
得
を
め
ざ
し
、昨
年
５
月
に

「
外
国
人
患
者
受
入
れ
体
制
整
備
推
進
委
員
会
」を
立
ち

看護部  がん化学療法看護認定看護師  藤村 有紀

「がんと生きる」を支えます

赤埴院長

がん看護外来

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

認
証
の
取
得

〜
多
様
な
患
者
さ
ん
を

　
　
　
受
入
れ
ら
れ
る
医
療
機
関
へ
〜

１2345

�����������

●「
が
ん
看
護
外
来
」を
開
設
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

火曜日・金曜日  9:00～16:00（予約制）　日 　 時

場 　 所

対 象 者

担 当 者

費 　 用

予約方法

3階  外来指導室

当院外来通院中の患者さんとご家族

がん専門看護師、
がん化学療法看護認定看護師

1割負担：200円  3割負担：600円

担当医または外来看護師にお声がけください

※但し、ご家族だけの受診はできません

上
げ
、院
内
の
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

認
証
に
い
た
る
ま
で
に
は
、次
の
５
分
野
の
評
価
項
目
す
べ
て

を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
や
掲
示
物
の
多
言
語
化
を
行
う

だ
け
で
は
な
く
、文
化
や
考
え
方
の
相
違
に
起
因
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
、病
院
職
員
全
員
が
柔
軟
で
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、情
報
や
ツ
ー
ル
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、そ
れ
ら
の
活
用
法
を
着
実
に
定
着
さ
せ
、実
践

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、１
年
足
ら
ず
の

準
備
期
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
日
々
の
職
員
同
士
の
業
務
を
99
％
日
本
語
で
行
い
、患
者

さ
ん
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
99
％
同
言
語
に
て
提
供
さ
れ
て

い
る
状
態
か
ら
、異
な
る
文
化
や
背
景
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
患
者

さ
ん
へ
の
対
応
を
可
能
と
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、国
際
化
に

よ
り
観
光
だ
け
で
は
な
く
、就
学
や
留
学
、ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的

 ： Japan　Medical　Service　Accreditation　for　International　PatientsJMIP

受
入
れ
対
応

患
者
サ
ー
ビ
ス

医
療
提
供
の
運
営

組
織
体
制
と
管
理

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

〈
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
〉と
は

〈
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
〉の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
４
月
28
日
付
で

当
院
の
　
　
　
　
　  

の
取
り
組
み

当院医療通訳は、
外来・入院ともに
原則無料です。
対面と遠隔合わせて
12言語に
対応しています。

JMIP取得に向けて議論を深める多職種の職員

令和元年10月

導入されたコミュニケーション支援サービスの
使い方を学ぶ看護師

災害時の多言語対応について学ぶ職員

令和2年１月

JMIP認証書

と
し
て
訪
日
さ
れ
る
日
本
国
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
の
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、異
な
る
背
景
を
持
つ
人
々
に
対
す
る

包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
も
は
や
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
取
得
へ
の
取
り
組
み
の
過
程
に
お
い
て
は
、従
来

在
日
多
国
籍
の
住
人
が
多
い
立
地
に
お
け
る
当
院
の
役
割
を

再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。誰
も
が
言
葉
や
価
値
観
の

壁
に
左
右
さ
れ
ず
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、引
き

続
き
、受
入
れ
体
制
の
整
備・向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
院
の
　
　
　
　
　  

認
証
取
得
ま
で
の
準
備
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ご自宅や介護施設に往診や定期的な在宅医療を行い、医師・看護師の当番体制
を敷いて、24時間365日対応しています。患者さまお一人おひとりに対し、それ
ぞれのニーズにお応えできる環境づくりに日々取り組んでいます。

地域の皆さまへ治療はもちろん、心のケアから生活環境まで
を含め、安心して生活ができるよう、診療、往診、看取りまで対応しています。専門
外のことでもご相談いただきましたら、適切な病院や診療科へご紹介させていた
だききます。また、セカンドオピニオンが必要な患者さまにつきましても、お気軽に
ご相談いただけますと幸いです。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

当クリニックは、患者さまに愛され親しまれるホームドクターとして
地域医療に取り組んでいます。分かりやすい説明を心がけていますので、お聞きに
なりたいことがあれば、どうぞご遠慮なくお尋ねください。地域の皆さまの健康管理
のお手伝いをさせていただくことが当クリニックの願いです。

地域の皆さまへ

vol.44『がんサポートチーム』からのお知らせ

　「
病
気
や
治
療
の
こ
と
を

聞
い
て
不
安
な
気
持
ち
で
い

る
」「
治
療
の
選
択
に
悩
ん

で
い
る
」「
最
期
ま
で
家
で

過
ご
し
た
い
が
家
族
に
迷

惑
は
か
け
た
く
な
い
」…

。

が
ん
治
療
を
行
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
は
、

誰
し
も
こ
の
よ
う
な
悩
み
や

不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
が
ん
を
と
り
ま
く
医
療

は
め
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
を

続
け
、様
変
わ
り
を
し
て
い

ま
す
。現
在
、が
ん
の
告
知
、

治
療
の
選
択
、療
養
場
所
の

選
択
な
ど
、が
ん
医
療
の
重

要
な
局
面
を
外
来
で
迎
え

る
こ
と
が
多
く
な
って
い
ま
す
。手
術

療
法
、薬
物
療
法
、放
射
線
療
法
だ

け
で
な
く
、昨
年
６
月
に
は
が
ん
遺

伝
子
パ
ネ
ル
検
査
が
保
険
適
用
と
な

り
、た
く
さ
ん
の
情
報
の
な
か
で
治
療

法
を
選
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、が
ん
と
共
存
し
な
が
ら
余
生
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
く
か
と
い
う
選
択
も
必
要
で
す
。

が
ん
に
な
り
療
養
生
活
を
送
る
う
え
で
、い
く
つ
か
の

選
択
肢
か
ら
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
選
択
す
る
重
要
な

意
思
決
定
を
何
度
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
今
年
の
６
月
よ
り
、専
門
看
護
師・認
定

看
護
師（
が
ん
の
専
門
的
な
知
識
を
も
つ
看
護
師
）が

担
当
す
る『
が
ん
看
護
外
来
』を
開
設
し
ま
し
た
。

が
ん
看
護
外
来
で
は
、が
ん
に
な
って
も
あ
な
た
ら
し

く
納
得
の
い
く
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、意
思
決
定

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。「
が
ん
と
聞
い
て

頭
が
真
っ
白
に
な
り
治
療
の
説
明
を
十
分

聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」「
抗
が
ん
剤

治
療
が
必
要
と
言
わ
れ
た
け
ど
副
作
用

が
心
配
」な
ど
、自
分
に
と
って一番
よ
い
と

思
う
治
療
を
ど
う
選
択
す
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
と
悩
む
人
は
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
、が
ん
看
護

外
来
で
は
病
気
や
治
療
に
関
す
る
情
報

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、そ
の
う
え
で

患
者
さ
ん
に
と
って
大
切
な
こ
と
は
何
か
、

今
優
先
し
た
い
こ
と
は
何
か
を
一
緒
に

整
理
し
、治
療
に
関
す
る
意
思
決
定
を

支
援
し
ま
す
。ま
た
、「
病
気
の
こ
と
を
考

え
る
と
不
安
に
な
る
」「
仕
事
と
治
療
の

両
立
」「
最
期
の
と
き
を
ど
こ
で
過
ご
す

か
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
対
し

て
、解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
、必
要
な

と
き
は
専
門
家
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　
人
生
の
な
か
で
突
然
が
ん
に
な
り
、

戸
惑
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。つ
ら
い
気

持
ち
や
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

が
ん
看
護
外
来
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北原院長

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：00）

外　来

※火曜～土曜の7：00から胃内視鏡および超音波検査を実施
※昼間診（○）は大腸内視鏡・往診・リハビリ科のみ診療実施

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）

午後（16：30～19：00）
昼間（13：30～15：00）

外　来

　
当
院
は
、令
和
２
年
３
月
５
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、

一般
財
団
法
人
日
本
医
療
教
育
財
団
に
よ
る「
外
国
人
患
者

受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度（Japan

　Medical

　Service
A
ccreditation

　for

　International

　Patients
（
以
下
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
））」の
訪
問
調
査
を
受
審
し
、こ
の
度
４
月
28
日
付

で
同
制
度
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
本
認
証
制
度
は
、多
言
語
に
よ
る
診
療
案
内
体
制
を
は
じ

め
、多
様
な
文
化
や
宗
教
に
配
慮
し
た
対
応
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

患
者
さ
ん
を
円
滑
に
受
入
れ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
評
価
す

る
も
の
で
す
。

　
当
院
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
認
証
の
取
得
を
め
ざ
し
、昨
年
５
月
に

「
外
国
人
患
者
受
入
れ
体
制
整
備
推
進
委
員
会
」を
立
ち

看護部  がん化学療法看護認定看護師  藤村 有紀

「がんと生きる」を支えます

赤埴院長

がん看護外来

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

認
証
の
取
得

〜
多
様
な
患
者
さ
ん
を

　
　
　
受
入
れ
ら
れ
る
医
療
機
関
へ
〜

１2345

�����������

●「
が
ん
看
護
外
来
」を
開
設
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

火曜日・金曜日  9:00～16:00（予約制）　日 　 時

場 　 所

対 象 者

担 当 者

費 　 用

予約方法

3階  外来指導室

当院外来通院中の患者さんとご家族

がん専門看護師、
がん化学療法看護認定看護師

1割負担：200円  3割負担：600円

担当医または外来看護師にお声がけください

※但し、ご家族だけの受診はできません

上
げ
、院
内
の
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

認
証
に
い
た
る
ま
で
に
は
、次
の
５
分
野
の
評
価
項
目
す
べ
て

を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
や
掲
示
物
の
多
言
語
化
を
行
う

だ
け
で
は
な
く
、文
化
や
考
え
方
の
相
違
に
起
因
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
、病
院
職
員
全
員
が
柔
軟
で
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、情
報
や
ツ
ー
ル
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、そ
れ
ら
の
活
用
法
を
着
実
に
定
着
さ
せ
、実
践

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、１
年
足
ら
ず
の

準
備
期
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
日
々
の
職
員
同
士
の
業
務
を
99
％
日
本
語
で
行
い
、患
者

さ
ん
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
99
％
同
言
語
に
て
提
供
さ
れ
て

い
る
状
態
か
ら
、異
な
る
文
化
や
背
景
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
患
者

さ
ん
へ
の
対
応
を
可
能
と
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、国
際
化
に

よ
り
観
光
だ
け
で
は
な
く
、就
学
や
留
学
、ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的

 ： Japan　Medical　Service　Accreditation　for　International　PatientsJMIP

受
入
れ
対
応

患
者
サ
ー
ビ
ス

医
療
提
供
の
運
営

組
織
体
制
と
管
理

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

〈
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
〉と
は

〈
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
〉の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
４
月
28
日
付
で

当
院
の
　
　
　
　
　  

の
取
り
組
み 〜

〈
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制
度
〉の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

当院医療通訳は、
外来・入院ともに
原則無料です。
対面と遠隔合わせて
12言語に
対応しています。

JMIP取得に向けて議論を深める多職種の職員

令和元年10月

導入されたコミュニケーション支援サービスの
使い方を学ぶ看護師

災害時の多言語対応について学ぶ職員

令和2年１月

る
も
の
で
す
。

JMIP認証書

と
し
て
訪
日
さ
れ
る
日
本
国
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
の
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、異
な
る
背
景
を
持
つ
人
々
に
対
す
る

包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
も
は
や
必
要
不
可
欠
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
取
得
へ
の
取
り
組
み
の
過
程
に
お
い
て
は
、従
来

在
日
多
国
籍
の
住
人
が
多
い
立
地
に
お
け
る
当
院
の
役
割
を

再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。誰
も
が
言
葉
や
価
値
観
の

壁
に
左
右
さ
れ
ず
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、引
き

続
き
、受
入
れ
体
制
の
整
備・向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
院
の
　
　
　
　
　  

認
証
取
得
ま
で
の
準
備

7 6
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ニュース ＆ イベント

「よるにぬれて」 mai  （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

2020
夏　号

VOL.73

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和2年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 腎臓内科主任部長 八幡 兼成情熱の白衣 医師の素顔●73
食だより／夏の旬の食材〝オクラ〟　　お薬ミニ知識／割ってはいけないお薬
『がんサポートチーム』からのお知らせ 　　〝かかりつけ医〟をもちましょう 　　JMIP認証の取得

　すずらんの寄贈は、全日本空輸株式会社のご厚意により
昭和３１年より行われており、今年で６５回目を迎えました。
　例年は、寄贈セレモニーが行われた後、客室乗務員と
地上旅客係員の皆さまから患者さんにしおりを配っていた
だいていましたが、本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点
により、残念ながら中止となりました。
　しかしながら、５月２７日(水)、全日本空輸株式会社の皆さまより、北海道で栽培
されたすずらんの花の鉢植えと、すずらんの絵の部分をこするとすずらんの香り
がするしおりをお送りいただき、当院の職員より８階Ａ病棟・Ｂ病棟の患者さんに
お配りし、入院サポートセンターなどにも置かせていただきました。大変な状況の
なかですが、今年も爽やかな香り
とともに患者さんやご来院の方々
に笑顔が広がりました。

News

大阪赤十字病院の理念

大空から「しあわせの花」すずらんが
届けられました

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる当院に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

News

▲8階病棟の患者さんにしおりを届けました。
▲すずらんの鉢植えとしおりを受け取りました。左から当院
　黒岡看護部長、坂井院長、宮野副院長兼管理局長

いのちを守るために
コロナに立ち向かう ～わたしたちにできること～

特 集
人事異動情報 （令和2年5月1日～7月1日付）
採用

寄付の方法については、当院ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリー・デュナンです。1859年
にイタリア統一戦争の激戦地でデュナンが「苦しむ人は敵味方
関係なく救護しなければならない」という思いを持ったことが赤十字
の原点です。彼の誕生日にちなみ、毎年５月８日は世界赤十字デー
と定められています。
　日本赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間と
しています。当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力
をお願いする募金箱に77,528円のご協力をいただきました。
誠にありがとうございました。

活動資金へのご協力
ありがとうございました

赤十字運動月間について

当院への  　　　　についてご  寄  付

06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置
日本赤十字社では、ご寄付いただいた個人・法人に対し、下記のとおり感謝状などをお贈りしています。
■表彰制度

個人として資金を拠出された場合

ご寄付の連絡先

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の
年間所得額の40％）から2,000円を差し
引いた額が寄付者の年間所得総額から
控除されます。（所得税法第78条第2項
第3号）

法人として資金を拠出された場合

特定公益増進法人に対する寄付金の損
金算入限度額を損金に算入することがで
きます。（法人税法第37条第4項）

※寄付金損金算入限度額については、法人の資本
　や所得金額によって異なります。限度額につい
　ては税務署や税理士の方にご確認ください。

●

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 社長感謝状
2.支部長表彰状（感謝状）
個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき
3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書

〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または3年以内の累計額で500万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）
　　法人・団体の場合 → 一時または3年以内の累計額で1,000万円以上（一定の条件のもと、分納が可能）

日本赤十字社に対してなされた活動資
金のご協力は、税制上の優遇措置が受け
られます。

退職

転任

〈5月  1日付〉●村上　功（リウマチ・膠原病内科部・医師）
〈6月  1日付〉●田中　千智（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・専攻医）　
〈7月  1日付〉●坂口　泰人（呼吸器外科部・医長）　
　　　　　　   　　●前田　和彦（形成外科部・医師）
　　　　　  　　　●吉田　実世（眼科部・専攻医）
〈7月  1日付〉●中平　真衣（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・医師）

〈6月30日付〉●岩城　隆二（緩和ケア科部・医師）
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